
紛
争
ば
か
り
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
で
あ
る
が
、そ
こ
で
も

人
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、日
々
大
量

の
ご
み
が
家
庭
や
商
業
施
設
、建

設
現
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
る
。そ
の
処
理
に
は
紛
争

地
特
有
の
困
難
が
あ
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の
熟

練
チ
ー
ム
と
手
を
携

え
て
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

紛
争
地
特
有
の

ご
み
問
題
に
取
り
組
む

〔プロジェクト紹介〕

廃棄物管理能力向上プロジェクト 
フェーズ2
（2015年1月～）

ヨルダン川西岸地区に設置された12のJSC
（広域行政カウンシル）が、廃棄物の収
集運搬を軌道に乗せられるように支援。LET
（現地専門家チーム）の採用や現地職員
研修に加え、「パレスチナ国家廃棄物管理
戦略」の策定にも携わる。

パレスチナ自治区
Palestine 2

人口 ：約495万人（2017年）
公用語 ：アラビア語

イスラエルがパレスチナ自治区との境や内部に建設した壁

フェーズ1で支援したジェリコなど、廃棄物管理が
軌道に乗っている先進JSCの専門家で構成された
LET。住民への啓発運動も行っている

住民への啓発活動の一環として日本の「八千代エンジニヤリング」が、
現地でテレビ番組を制作。廃棄物管理の意義や仕組みをわかりやすく
伝え、再放送を含め73％もの住民が視聴している

ガザ地区はイスラエルによ
る経済制裁のため廃棄物
収集車の燃料が十分に確
保できない。ロバが引く荷車
がごみ収集を担っている

世界銀行の支援で作られたヘブロン衛生処分場。
しかし埋め立て容量も限界に近づきつつあり、敷地
の拡張や新たな処分場の建設も喫緊の課題だ

16年11月～17年1月の期間パレスチナに赴
任し、その後も日本と現地を往復。現地で人
材を活用し、ごみ収集率を向上させている。

ご
み
収
集
は

ロ
バ
！？

へ
の
ご
み
の
運
搬
に
時
間
と
コ
ス
ト
が

か
か
り
、
ま
た
新
た
な
処
分
場
の
立
地

確
保
も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
渉
を
要
す

る
場
合
も
あ
り
困
難
だ
。

　

そ
の
結
果
、
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
プ
サ
イ

ト
と
呼
ば
れ
る
野
ざ
ら
し
の
不
法
投
棄

場
が
次
々
に
生
ま
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
ダ

ン
プ
サ
イ
ト
は
悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
、

地
下
水
や
土
壌
の
汚
染
な
ど
生
活
環
境

の
悪
化
と
い
っ
た
問
題
を
起
こ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
し
、
適
切
な

ご
み
処
理
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
国

際
的
な
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
例
の
な
い

現
地
専
門
家
の
活
用
で

継
続
的
な
体
制
を
築
く

　

J
I
C
A
は
、
処
分
場
の
整
備
や

ご
み
収
集
車
両
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
機

材
を
供
与
す
る
無
償
資
金
協
力
と
並
行

し
て
、
フ
ェ
ー
ズ
1
（
2
0
0
5
〜

2
0
1
0
）、
フ
ェ
ー
ズ
2
（
2
0
1
5

〜
現
在
）
の
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、西
岸
地
区
の
ジ
ェ

廃
棄
物
の
収
集
運
搬
に

大
き
な
足
か
せ

「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
は
千
葉
県
ほ
ど
の
地
域
で
す
。
し
か

し
、
普
通
な
ら
自
動
車
で
10
分
ほ
ど
の

距
離
の
隣
町
で
も
、
道
路
を
迂
回
さ
せ

ら
れ
検
問
所
の
通
過
に
時
間
が
か
か
っ

た
り
し
て
、
実
際
は
数
時
間
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
2
0
1
6
年
11
月

か
ら
約
3
か
月
に
わ
た
り
現
地
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
調
整
員
を
務
め
た
J
I
C
A

の
村
田
貴
朗
さ
ん
だ
。
1
9
9
3
年

の
オ
ス
ロ
合
意
に
基
づ
い
て
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
政
府
（
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
暫
定
自

治
が
始
ま
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
だ
が
、
隣

国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

地
区
等
の
約
６
割
を
占
め
る
地
域
の
治

安
お
よ
び
行
政
権
を
保
持
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
入
植
地
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
居

住
エ
リ
ア
近
郊
に
島
の
よ
う
に
点
在
し

て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
こ
こ
を
行

き
来
で
き
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る

検
問
所
は
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、

冒
頭
の
言
葉
の
よ
う
な
交
通
の
不
便
を

生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

紛
争
地
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
生
活
を
営
ん
で
お
り
、

当
然
生
活
ご
み
が
出
る
。
現
在
、
パ
レ

ス
チ
ナ
西
岸
地
区
で
は
毎
年
43
万
ト
ン
、

住
民
一
人
当
た
り
1
日
0
・
8
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
る
が
、

入
植
地
と
検
問
所
が
あ
る
た
め
処
分
場

「
J
S
C
を
統
括
す
る
地
方
自
治
庁

J
S
C
局
と
い
っ
て
も
、
設
立
当
初
は

局
長
と
副
局
長
の
二
人
だ
け
で
し
た
。

こ
れ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
め
ら
れ

な
い
と
、
ま
ず
地
方
自
治
庁
が
ス
タ
ッ

フ
を
3
名
増
員
し
ま
し
た
が
、
こ
の
3

名
は
か
な
ら
ず
し
も
廃
棄
物
管
理
事
業

に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
取
り
組
み
の
進
ん

で
い
る
他
の
J
S
C
の
現
職
の
ベ
テ
ラ

ン
事
務
局
長
4
名
を
技
術
顧
問
格
の

L
E
T
（Local E

xpert T
eam

：

現
地
専
門
家
チ
ー
ム
）と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

L
E
T
の
役
割
は
、
局
を
補
佐
し
、

各
J
S
C
に
対
し
て
技
術
的
な
助
言

を
行
う
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
評
価
す

る
こ
と
、
支
援
終
了
後
も
パ
レ
ス
チ
ナ

内
に
お
け
る
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
の
体
制

を
作
る
こ
と
で
す
。
現
地
専
門
家
の
活

用
は
J
I
C
A
廃
棄
物
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
め
ず
ら
し
い
試
み
で
し

た
が
、
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
課
題
に

継
続
的
に
取
り
組
め
る
こ
と
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
局
の
職
員
の
増

員
や
研
修
に
取
り
組
む
一
方
で
、
ご
み

収
集
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ

番
組
を
現
地
の
会
社
に
制
作
し
て
も
ら

う
な
ど
住
民
啓
発
に
も
力
を
入
れ
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
西
岸

地
区
の
J
S
C
の
組
織
体
制
が
整
っ
て

計
画
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
し
た
五
つ
の

J
S
C
で
は
廃
棄
物
収
集
サ
ー
ビ
ス
の

カ
バ
ー
率
が
、
15
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
の
44
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
18
年
の

時
点
で
90
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
し
た
。

さ
ら
に
、
J
I
C
A
と
L
E
T
の
支

援
に
よ
り
「
国
家
廃
棄
物
管
理
戦
略
」

（
2
0
1
7
〜
2
0
2
2
）
も
完
成
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
は
新
し
い
動

き
が
あ
る
。
昨
年
10
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
の
二
つ
に
分
断

さ
れ
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
が
、

行
政
的
な
統
一
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
る
の
だ
。
当
然
、
ガ
ザ
地
区
に
も
前

述
の
国
家
戦
略
の
よ
う
な
統
一
的
な
政

策
に
基
づ
い
た
廃
棄
物
管
理
の
改
善
を

行
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
よ
り
よ
い
未
来

図
を
描
く
た
め
に
、
J
I
C
A
は
引

き
続
き
協
力
を
行
っ
て
い
く
。

リ
コ
県
で
J
S
C
（Joint Service 

 
Council

：
広
域
行
政
カ
ウ
ン
シ
ル
）
に

よ
る
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
J
S
C

と
は
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
な
自
治
体
単

位
で
行
っ
て
い
た
廃
棄
物
管
理
を
、
各

自
治
体
が
連
合
体
を
作
っ
て
広
範
囲
で

行
う
組
織
で
、
人
員
、
車
両
、
資
金
を

効
率
よ
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ジ
ェ
リ
コ
県
の
J
S
C
や
他
の

先
行
事
例
を
モ
デ
ル
に
、
西
岸
地
区
の

ほ
ぼ
各
県
に
一
つ
の
割
合
で
12
の

J
S
C
が
設
立
さ
れ
、
地
方
自
治
庁

に
は
、
全
J
S
C
を
管
理
す
る
局
が

設
け
ら
れ
た
。
設
備
面
で
も
、
世
界
銀

行
の
資
金
援
助
を
受
け
て
北
部
の
ジ
ェ

ニ
ン
県
と
南
部
の
ヘ
ブ
ロ
ン
県
の
2
カ

所
に
埋
め
立
て
衛
生
処
分
場
が
建
設
さ

れ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
J
S
C
で
は
、

組
織
体
制
・
能
力
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
改
善
を

目
的
に
始
ま
っ
た
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
2
だ
。

文
⃝
光
石
達
哉

T
V
番
組
を
作
っ
て

ア
ピ
ー
ル
!
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